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一
、
は
じ
め
に

　

日
本
近
代
文
学
館
の
芥
川
龍
之
介
文
庫
は
、
芥
川
の
旧
蔵
書
を
収
め
、
作
品
研

究
そ
の
他
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、『
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
』（
昭
五
二
・

七　

日
本
近
代
文
学
館
）
が
そ
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
芥
川
が
種
本
に
し
た
と
さ
れ

る
洋
書
、
和
漢
書
も
多
い
中
で
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
明
治
期
、

主
に
明
治
一
〇
年
代
に
さ
か
ん
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
類
の
、
実
録
体
の
本
が
い
く

つ
か
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
期
の
講
談
本
も
わ
ず
か
な
が
ら
収
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
拙
論
で
大
正
期
文
学
に
お
け
る
講
談
本
の
影

響
や
、
講
談
と
関
係
の
深
い
実
録
類
に
注
目
し
て
き
た
の
で
、
今
後
芥
川
文
庫
の

実
録
類
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
ご
く
一
端
に

触
れ
た
い
と
思
う
。
言
及
す
る
本
が
芥
川
作
品
の
種
本
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
類
の
本
が
芥
川
文
庫
に
あ
る
の

か
、
つ
ま
り
、
芥
川
が
何
の
目
的
で
そ
れ
ら
の
実
録
類
を
手
に
取
っ
た
の
か
を
推

察
し
、
作
品
に
何
ら
か
の
間
接
的
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性

を
以
下
で
提
示
し
て
み
た
い
。

　

芥
川
文
庫
の
実
録
類
の
中
で
『
女
盗
賊
峯
の
邦
松
』（
上
・
下
〔
芥
川
文
庫
本

は
合
冊
〕
裏
辻
斧
麿
編
輯
、
野
田
与
三
治
郎
出
版
〔
奥
付
次
ペ
ー
ジ
広
告
よ
り
開

成
社
発
兌
〕、
明
一
三
・
九
、『
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
』
29
ペ
ー
ジ（
１
（）
に
関
し
て

は
、
拙
文
（『
芥
川
龍
之
介
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
平
二
七
・
四　

鼎
書
房
）
の
項
目

「
偸
盗
」）
に
お
い
て
わ
ず
か
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
芥
川
文
庫
に
あ
る
講

談
速
記
本
『
郭
公
若
葉
の
青
山
』（
邑
井
一
講
演
、
酒
井
昇
造
速
記
、
明
二
七
・

一
二　

や
ま
と
新
聞
社
〔
七
分
冊
、
や
ま
と
新
聞
付
録
〕）
と
と
も
に
、「
偸
盗
」

（
大
六
・
四
、
七
）
の
ヒ
ロ
イ
ン
沙
金
の
悪
女
像
に
影
響
し
た
可
能
性
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
明
治
前
期
刊
行
の
実
録
の
類
に
は
女
賊
、
姦
婦
、
夫
殺
し
な
ど
の

所
謂
毒
婦
が
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
い
っ
た
読
み
物
が
芥
川
の
造
型
す
る

悪
女
に
も
多
少
な
り
と
も
流
れ
込
ん
で
い
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

ま
た
、
明
治
前
期
に
活
字
で
流
布
し
た
実
録
類
は
、
物
語
内
容
は
江
戸
期
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
代
設
定
も
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
江
戸
時
代
で
あ
る
。
し

か
し
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
風
俗
を
取
り
入
れ
、
幕
末
と
明
治
を
ま
た
ぐ
時
代
設

定
の
物
語
や
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
物
語
も
多
く
あ
る（
２
（。
そ
う
い
っ
た
、
幕
末

芥
川
龍
之
介
文
庫
の
明
治
期
実
録
本

　
　
　
　
―
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』『
女
盗
賊
峯
の
邦
松
』
な
ど
―

奥
　
野
　
久
美
子
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か
ら
開
化
期
に
か
け
て
の
物
語
も
、
い
く
つ
か
芥
川
文
庫
に
存
在
す
る
。
そ
れ
ら

は
、
芥
川
が
開
化
期
も
の
を
書
く
た
め
に
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

以
下
、
そ
の
『
女
盗
賊
峯
の
邦
松
』、
ま
た
幕
末
か
ら
開
化
期
を
舞
台
と
し

た
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』（
前
・
後
編
二
冊
、
五
明
樓
玉
輔
口
演
、
伊
東
橋

塘
〔
専
三
〕
編
輯
、
明
一
七
・
六　

滑
稽
堂
〔
後
篇
奥
付
〕『
芥
川
龍
之
介
文
庫

目
録
』
29
ペ
ー
ジ
）、
そ
し
て
、
実
録
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

同
じ
く
幕
末
か
ら
開
化
期
も
の
の
『
人
情
美
談
／
日
本
気
質
』（
前
・
後
編
、
芥

川
文
庫
に
は
後
編
の
み
現
存
、
山
崎
杲
平
編
輯
兼
発
行
、
明
二
二
・
三
〔
後
編
奥

付
〕『
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
』
35
ペ
ー
ジ
）
の
三
つ
の
実
録
類
に
つ
い
て
、
考

察
す
る
。
特
に
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
を
中
心
に
考
察
し
た
い
が
、
次
節
で

は
ま
ず
先
掲
『
芥
川
龍
之
介
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
に
て
言
及
済
み
の
『
女
盗
賊
峯
の

邦
松
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
、『
女
盗
賊
峯
の
邦
松
』

　
『
女
盗
賊
峯
の
邦
松
』（
以
下
『
峯
の
邦
松
』、
書
誌
は
前
節
の
と
お
り
）
は
も

と
も
と
上
下
二
分
冊
で
あ
っ
た
も
の
を
、
芥
川
文
庫
本
で
は
合
冊
に
し
て
い
る
。

上
巻
は
第
壹
回
か
ら
第
五
回
、
下
巻
は
第
六
回
か
ら
第
十
回
で
、
本
文
は
各
26

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
武
家
の
娘
が
女
賊
に
身
を
落
と
し
悪
行
の
限
り
を
尽
し
、
最
後

は
捕
手
に
斬
ら
れ
る
と
い
う
、
実
録
に
あ
り
が
ち
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
な
お
、

本
書
の
明
治
十
七
年
六
月
刊
行
版
が
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
同
館
の
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
新
た
に
明
治
十
七
年
の
序
文

が
付
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
十
三
年
版
と
は
本
文
も
違
い
、
各
回
ご
と
に
付
け
ら

れ
た
題
も
、
意
味
す
る
内
容
は
概
ね
同
じ
な
の
だ
が
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。
本

稿
で
言
及
す
る
『
峯
の
邦
松
』
は
芥
川
文
庫
蔵
の
明
治
十
三
年
版（
３
（を
指
す
も
の
と

し
、
そ
れ
に
し
た
が
い
、
以
下
に
簡
単
に
梗
概
を
記
す
。

　

高
知
城
下
、
二
百
石
の
武
士
山
谷
平
八
郎
に
は
、
国
松
（
姉
、
上
巻
で
は
「
国

松
」
と
表
記
）、
達
次
郎
（
弟
）
の
二
子
が
い
た
。
国
松
は
並
び
な
き
「
婀あ

だ娜
も

の
」
と
し
て
評
判
が
高
く
、
小
厮
（
下
男
）
の
見
代
吉
な
ど
多
く
の
男
か
ら
言
い

寄
ら
れ
る
が
う
な
づ
く
こ
と
な
く
、
生
ま
れ
つ
い
て
怜
悧
な
娘
で
あ
っ
た
。
し
か

し
手
癖
が
悪
く
、
困
り
果
て
た
両
親
に
家
内
の
小
座
敷
に
押
し
込
め
ら
れ
る
。
城

下
で
佐
幕
派
と
勤
王
派
が
対
立
し
、
父
平
八
郎
は
佐
幕
派
に
連
座
し
て
流
刑
に
。

見
代
吉
は
謹
慎
中
の
国
松
に
代
筆
の
艶
書
を
わ
た
し
、
つ
い
に
思
い
を
遂
げ
る
。

小
座
敷
か
ら
出
さ
れ
た
国
松
は
、
東
森
清
之
進
と
い
う
富
家
に
嫁
ぐ
が
、
年
の
離

れ
た
夫
を
嫌
い
、
見
代
吉
と
駆
落
ち
す
る
。
無
一
文
の
二
人
は
金
満
家
か
ら
三
十

両
と
衣
類
を
盗
ん
だ
の
を
手
始
め
に
、
白
髪
山
に
こ
も
っ
て
追
い
は
ぎ
、
松
山
へ

移
っ
て
ま
た
追
い
は
ぎ
、
豪
家
へ
の
押
し
入
り
な
ど
を
繰
返
す
。
宇
和
島
か
ら
、

野
根
山
と
い
う
人
里
は
な
れ
た
山
中
に
入
っ
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。

　

一
方
、
秋
田
藩
の
深
江
新
蔵
と
い
う
美
男
の
武
士
は
、
武
者
修
行
に
出
て
十
七

の
歳
に
佐
賀
に
至
る
。
剣
の
腕
が
よ
く
、
君
公
か
ら
も
て
な
し
を
受
け
た
が
、
男

色
を
迫
ら
れ
出
奔
、
長
崎
丸
山
の
娼
妓
と
な
じ
み
、
金
が
尽
き
た
こ
と
か
ら
悪
心

が
お
こ
り
（
こ
こ
ま
で
が
第
五
回
上
巻
）、
老
人
と
二
人
の
童
を
殺
し
て
五
十
両

を
奪
っ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
追
い
は
ぎ
な
ど
を
繰
返
し
つ
つ
野
根
山
に
至
る
。

茶
店
で
、
こ
の
山
に
は
強
盗
が
住
み
追
い
は
ぎ
を
す
る
と
聞
き
、
新
蔵
は
力
だ
め

し
に
と
、
一
人
深
い
山
中
に
入
っ
て
い
く
。
山
中
で
二
十
歳
あ
ま
り
の
美
女
に
出

会
っ
た
新
蔵
は
、
女
の
営
む
茅
屋
に
泊
ま
る
こ
と
に
。
そ
こ
に
は
五
人
ば
か
り
の
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男
達
が
い
て
、
女
が
帰
る
と
伏
し
拝
む
。
新
蔵
は
、
女
盗
賊
と
そ
の
手
下
た
ち
だ

と
に
ら
む
。
翌
朝
、
女
は
新
蔵
に
自
分
は
邦
松
と
い
う
女
盗
賊
、
大
将
の
男
は
見

代
吉
、
あ
と
は
手
下
だ
と
明
か
す
。
新
蔵
は
自
分
も
白
浪
稼
業
だ
と
明
か
す
。
邦

松
が
美
男
の
新
蔵
に
惹
か
れ
て
味
方
に
引
き
入
れ
た
と
察
し
た
見
代
吉
は
、
あ
る

日
、
遠
方
の
豪
家
へ
盗
み
に
入
る
と
言
っ
て
手
下
を
連
れ
て
出
か
け
、
途
中
で
自

分
だ
け
引
き
返
す
。
邦
松
と
新
蔵
は
枕
を
並
べ
て
お
り
、
見
代
吉
は
斬
り
か
か
る

が
、
逆
に
新
蔵
に
喉
を
突
か
れ
て
死
ぬ
。
新
蔵
と
邦
松
は
夫
婦
の
如
く
に
な
る
。

邦
松
は
、
自
分
の
父
が
君
公
か
ら
賜
っ
た
錦
の
風
呂
敷
を
、
実
家
に
忍
び
入
っ
て

盗
み
出
す
。
売
り
払
う
と
五
百
両
に
な
っ
た
が
す
ぐ
に
使
い
果
た
し
、
野
根
山
へ

帰
っ
た
。
邦
松
と
新
蔵
は
手
下
た
ち
に
、
各
自
で
財
宝
を
奪
っ
て
再
び
こ
の
地
へ

集
ま
ろ
う
と
言
い
、
二
人
で
各
地
で
暴
虐
を
尽
す
。
あ
る
と
き
、
薩
摩
の
村
田
新

八
が
高
知
に
来
て
君
公
に
拝
し
尊
皇
を
す
す
め
、
君
公
か
ら
大
金
や
銘
刀
を
賜
っ

た
。
新
八
の
宿
に
そ
れ
ら
を
盗
み
に
入
っ
た
邦
松
と
新
蔵
。
新
蔵
は
新
八
に
短
銃

で
撃
た
れ
て
死
に
、
逃
げ
延
び
た
邦
松
も
、
捕
手
に
つ
か
ま
り
斬
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
筋
で
あ
る
。
な
お
序
文
で
は
邦
松
を
高
知
藩
の
無
双
の
女
盗
賊
と

し
、「
鬼
神
お
松
」「
牙
の
お
才
」「
三
島
お
仙
」「
女
熊
坂
」
と
い
っ
た
女
賊
に
比

し
て
い
る
。

　

こ
の
物
語
を
芥
川
が
読
ん
で
い
た
と
し
て
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
芥
川
作
品
が
、

先
掲
『
芥
川
龍
之
介
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
拙
文
に
て
触
れ
た
よ
う
に
、「
偸
盗
」

で
あ
り
、
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
毒
婦
沙
金
で
あ
る
。
先
の
拙
文
で
は
項
目
執
筆
と
い

う
制
約
上
、
詳
し
く
述
べ
る
紙
幅
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
美
し
い
容
姿
を
持
ち
、
盗
賊
の
頭
と
し
て
多
く
の
男
た
ち
を
手
下
と
し
て

使
い
、
悪
行
を
繰
返
す
の
は
邦
松
も
沙
金
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
邦
松
は
駆
落

ち
し
た
見
代
吉
と
い
う
伴
侶
が
あ
り
な
が
ら
、
美
男
の
新
蔵
に
心
を
移
し
、
嫉
妬

し
た
見
代
吉
は
新
蔵
に
斬
り
か
か
っ
て
殺
さ
れ
る
。
一
方
の
沙
金
は
、
同
じ
盗
賊

仲
間
の
中
で
、
太
郎
、
次
郎
兄
弟
の
両
方
と
通
じ
、
太
郎
を
罠
に
は
め
て
殺
そ
う

と
、
次
郎
に
も
ち
か
け
る
。「
あ
の
女
が
、
痘
痕
の
あ
る
、
隻
眼
の
、
醜
い
己
を
、

日
に
こ
そ
焼
け
て
ゐ
る
が
目
鼻
立
ち
の
整
つ
た
、
若
い
弟
に
見
か
へ
る
の
は
、
元

よ
り
何
の
不
思
議
も
な
い
。」（「
偸
盗
」
三（
４
（）
と
、
容
姿
に
自
信
の
な
い
太
郎
が
、

美
男
の
次
郎
に
嫉
妬
し
て
い
る
様
子
も
描
か
れ
て
お
り
、
結
末
は
大
き
く
異
な
る

も
の
の
、
美
し
き
女
賊
を
め
ぐ
っ
て
二
人
の
男
が
殺
し
合
う
構
図
も
同
じ
で
あ
る
。

　
「
偸
盗
」
を
芥
川
自
身
は
失
敗
作
と
み
な
し
、
大
正
六
年
三
月
二
十
九
日
の
松

岡
譲
宛
書
簡
で
は
「「
偸
盗
」
な
ん
ぞ
ヒ
ド
イ
も
ん
だ
よ
安
い
絵
草
紙
み
た
い
な

も
ん
だ
」
と
自
嘲
し
て
い
る
。「
偸
盗
」
の
主
な
材
源
は
「
今
昔
物
語
集
」
で（
５
（、

中
に
女
賊
の
物
語
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
直
接
的
な
素
材
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
し
か
し
ま
た
、『
峯
の
邦
松
』
が
芥
川
文
庫
に
あ
り
、
芥
川
が
参
看
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
さ
に
「
安
い
絵
草
紙
」
の
よ
う
な
こ
の
実
録
本
が
、

「
偸
盗
」
や
沙
金
の
造
型
に
流
れ
込
ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、「
偸
盗
」
に
は
次
の
よ
う
な
次
郎
と
沙
金
と
の
会
話
が
あ
る
。

「
内
心
女
夜
叉
さ
ね
。
お
前
は
。」

次
郎
は
、
顔
を
し
か
め
な
が
ら
、
足
下
の
石
を
拾
つ
て
、
向
ふ
へ
投
げ
た
。

「
そ
り
や
、
女
夜
叉
か
も
知
れ
な
い
わ
。
唯
、
こ
ん
な
女
夜
叉
に
惚
れ
ら
れ

た
の
が
、
あ
な
た
の
因
果
だ
わ
ね
。
―
―
ま
だ
疑
つ
て
ゐ
る
の
。
ぢ
や
妾
、

も
う
知
ら
な
い
か
ら
い
ゝ
。」（
四
）

「
内
心
女
夜
叉
」
は
む
ろ
ん
「
外
面
如
菩
薩
内
心
如
夜
叉
」
と
い
う
華
厳
経
を
出

典
と
す
る
表
現
を
ふ
ま
え
て
い
る
が
、「
如
夜
叉
」
で
は
な
く
「
女
夜
叉
」
と
の

表
記
は
、
森
正
人
「《
偸
盗
》
の
構
図
―
六
道
の
辻
の
女
菩
薩
と
女
夜
叉
―
」（
熊
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本
大
学
「
文
学
部
論
叢
」
平
二
・
三
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
誤
用
で
は
あ
る
が

本
作
以
前
に
も
複
数
の
先
例
が
あ
り（
６
（、
芥
川
が
「
女
菩
薩
」
の
語
を
多
用
す
る
こ

と
か
ら
も
、
意
図
的
な
用
字
で
あ
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
「
外
面
如
菩
薩

内
心
如
夜
叉
」
の
語
は
、
実
録
や
講
談
で
の
毒
婦
の
表
現
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
芥
川
は
古
典
文
学
は
も
ち
ろ
ん
、
実
録
の
類
か
ら
も
「
外
面
如
菩
薩
内
心

如
夜
叉
」
と
い
う
毒
婦
の
形
容
に
接
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
節
で

は
、
そ
の
「
外
面
如
菩
薩
内
心
如
夜
叉
」
の
語
を
含
む
実
録
『
開
明
奇
談
写
真
之

仇
討
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
、『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』

　
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

天
保
期
、
江
戸
両
替
町
の
仕
出
屋
で
評
判
の
美
人
娘
、
お
絹
は
神
田
お
玉
が
池

の
医
師
松
木
彦
三
郎
に
嫁
入
り
す
る
。
や
が
て
一
子
彦
之
丞
が
生
ま
れ
る
。
安
政

二
年（
７
（、
十
七
歳
の
彦
之
丞
は
勝
麟
太
郞
の
遣
米
使
節
に
加
わ
り
渡
米
、
約
十
年
間

の
予
定
で
西
洋
医
術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
息
子
を
送
り
出
し
た
彦
三
郎
は
、
出

入
り
の
小
間
物
屋
の
娘
、
お
蔦
を
妾
に
し
、
家
を
空
け
が
ち
に
な
る
。
寂
し
い
お

絹
は
新
入
り
の
下
男
伝
次
（
実
は
長
崎
生
ま
れ
の
霞
小
僧
と
呼
ば
れ
た
悪
漢
）
と

密
通
。
二
人
は
彦
三
郎
を
殺
そ
う
と
、
致
死
量
の
鴉
片
を
酒
に
混
ぜ
彦
三
郎
の
帰

り
を
待
つ
。
彦
三
郎
の
弟
子
の
源
庵
が
こ
の
様
子
を
見
て
い
た
。
身
ご
も
っ
た
お

蔦
の
も
と
か
ら
帰
っ
た
彦
三
郎
は
、
源
庵
の
留
守
に
毒
酒
を
飲
ま
さ
れ
て
死
ぬ
が
、

病
死
と
さ
れ
た
。
妾
の
お
蔦
は
失
意
の
中
、
女
の
子
（
お
糸
）
を
出
産
し
て
死
ぬ
。

源
庵
に
毒
殺
の
秘
密
を
知
ら
れ
て
い
た
と
知
っ
た
お
絹
・
伝
次
は
、
源
庵
を
闇
討

ち
し
よ
う
と
し
て
失
敗
、
出
奔
す
る
。
源
庵
も
二
人
の
復
讐
を
怖
れ
て
遁
走
。
松

木
家
は
無
人
と
な
る
。
伝
次
ら
は
上
州
で
絹
商
い
に
成
功
、
長
崎
屋
与
市
と
し
て

店
を
構
え
る
が
、
二
人
は
彦
三
郎
の
亡
霊
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
お
絹
は
そ
の
た
た

り
か
、
春
菊
に
あ
た
っ
て
死
亡
す
る
。

　

慶
応
三
年
、
十
三
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た
彦
之
丞
は
神
戸
に
上
陸
、
難
波
新
地
で

芸
妓
を
し
て
い
る
義
妹
お
糸
に
会
う
。
彦
之
丞
が
米
国
か
ら
父
母
へ
送
っ
た
写
真

を
お
糸
が
持
っ
て
お
り
、
異
母
兄
妹
と
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彦
之
丞
は
お
糸
の

祖
父
か
ら
父
の
死
と
母
・
伝
次
・
源
庵
の
出
奔
を
聞
く
。
さ
ら
に
恩
人
の
森
川
と

訪
れ
た
箱
根
で
、
長
崎
屋
与
市
の
神
経
病
を
治
し
、
米
国
仕
込
み
の
写
真
の
腕
前

を
披
露
、
与
市
を
写
す
。
そ
の
後
偶
然
源
庵
と
再
会
し
た
彦
之
丞
は
、
源
庵
か
ら

父
の
死
、
母
の
出
奔
の
真
実
を
聞
く
。
彦
之
丞
が
持
っ
て
い
た
写
真
を
源
庵
が
見

て
、
与
市
こ
そ
伝
次
で
あ
る
と
わ
か
る
。
敵
を
討
ち
た
い
が
世
は
既
に
仇
討
ち
禁

止
の
時
代
。
彦
之
丞
は
与
市
の
前
で
写
真
の
与
市
を
刺
し
て
仇
討
の
代
わ
り
と
し

た
。
し
か
し
与
市
は
口
止
め
の
た
め
彦
之
丞
と
源
庵
を
ピ
ス
ト
ル
で
殺
そ
う
と
す

る
が
失
敗
、
恥
じ
て
自
害
す
る
。

　

こ
の
、
前
編
後
編
各
十
回
、
全
二
十
回
の
実
録
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討（
８
（
』

（
芥
川
文
庫
蔵
本
の
書
誌
は
本
稿
第
一
節
に
記
載
）
に
つ
い
て
は
、
中
込
重
明

「
落
語
「
写
真
の
仇
討
」
を
め
ぐ
っ
て
」（「
日
本
文
学
論
叢
」
平
五
・
三
）
に
お

い
て
、
落
語
「
写
真
の
仇
討
」
と
の
関
係
や
、
写
真
を
刺
す
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の

由
来
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
本
作
の
作
者
表
記
は
確
か
に
落
語
家
の
五
明
樓
玉
輔

に
よ
る
口
演
と
さ
れ
（
た
だ
し
、
文
体
は
口
演
調
で
は
な
く
完
全
に
実
録
体
で

あ
る
）、
写
真
を
刺
す
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
共
通
し
て
い
る
。
中
込
氏
は
落
語
の

「
写
真
の
仇
討
」
と
、
本
作
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
は
別
話
で
あ
る
が
、
全
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く
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、「
大
津
絵
に
も
唄
わ
れ
た
と
い
う
「
開
明
奇

談
写
真
廼
仇
討
」
の
大
衆
的
な
人
気
、
な
い
し
は
知
名
度
に
便
乗
」
し
、
落
語
の

ほ
う
を
「
写
真
の
仇
討
」
と
命
名
し
た
、
少
な
く
と
も
混
用
さ
れ
た
経
緯
は
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
こ
の
中
込
氏
の
論
が

委
細
を
尽
し
て
い
る
。

　

な
お
本
作
を
「
写
真
の
仇
討
」
の
題
で
収
め
る
『
近
世
実
録
全
書
』
第
二
十

巻
（
大
八
・
二　

早
稲
田
大
学
出
版
部
）
に
お
け
る
巻
頭
の
解
説
に
は
「
原
題

は
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
と
称
し
、
五
明
樓
玉
輔
の
落
語
に
よ
つ
て
伊
東
橋

塘
の
綴
り
、
明
治
十
九
年
に
出
版
さ
れ
し
も
の
」
と
あ
る
。
明
治
十
九
年
と
い
う

の
は
、
こ
の
『
近
世
実
録
全
書
』
の
底
本
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

確
認
で
き
る
最
も
早
い
版
は
芥
川
文
庫
に
も
あ
る
明
治
十
七
年
六
月
の
滑
稽
堂
版

で
あ
る
。
そ
の
後
書
肆
を
変
え
て
い
く
つ
か
の
版
が
み
ら
れ
、
国
立
国
会
図
書
館

を
は
じ
め
複
数
の
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
形
態
も
、
滑
稽
堂
版
は
和
装
本

で
あ
る
が
、
明
治
十
九
年
十
月
の
誾
化
堂
版
（
大
阪
府
立
大
学
蔵
本
を
確
認
）
は

ボ
ー
ル
表
紙
本
で
あ
る
な
ど
異
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
で
の
毒
婦
は
も
ち
ろ
ん
お
絹
で
、
前
節

で
言
及
し
た
「
外
面
如
菩
薩
内
面
如
夜
叉
」
は
第
七
回
冒
頭
で
お
絹
に
つ
い
て

述
べ
る
中
で
「
た
と
へ
外
面
ハ
菩
薩
の
如
き
も
女
ハ
内
心
夜や
し
や刃

〔
マ
マ
〕
な
り
と

浮ほ

と

け
屠
氏
ハ
已
に
説
れ
し
如
く
」
と
あ
る
。

　

先
掲
の
中
込
氏
論
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
と
題
す
る

本
は
、
刊
行
年
や
形
態
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
中
身
の
本
文
内
容
は
ど
れ
も
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
別
に
、
物
語
の
大
筋
は
同
じ
で
あ
る
が
タ
イ
ト
ル
を
変
え
、
人
物

名
や
細
か
な
筋
に
違
い
の
あ
る
異
本
と
し
て
は
、『
写
真
仇
討
／
木
鼠
の
清
吉
』

（
講
談
叢
書
第
十
四
編
、
大
四
・
一
一
、
大
五
・
五　

第
四
版
、
岡
村
書
店
）
が

あ
る
。
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
こ
の
異
本
に
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
ち
ら
は
、

さ
き
ほ
ど
の
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
の
あ
ら
す
じ
と
比
較
す
る
と
、
人
名
が

お
絹
→
お
金
、
松
木
彦
三
郎
→
杉
本
善
良
、
彦
之
丞
→
善
之
助
、
お
蔦
→
お
梅
、

源
庵
→
升
庵
、
霞
小
僧
伝
次
（
変
名
、
長
崎
屋
与
市
）
→
木
鼠
の
清
吉
（
変
名
、

下
総
屋
金
兵
衛
）、
お
糸
→
お
碌
、
と
全
く
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
細
部

の
設
定
で
は
、
清
吉
と
お
金
が
杉
本
善
良
を
殺
す
毒
薬
は
、
鴉
片
で
は
な
く
モ
ル

ヒ
ネ
で
あ
る
。
し
か
し
も
と
も
と
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
を
安
易
に
改
変
し

た
作
で
あ
る
た
め
か
、『
写
真
仇
討
／
木
鼠
の
清
吉
』
58
ペ
ー
ジ
で
升
庵
が
お
金

と
清
吉
に
、
善
良
殺
し
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、
と
告
げ
る
場
面
で
、
升
庵
の
セ

リ
フ
に
「
下
手
で
も
ヘ
ボ
で
も
医
者
の
目
に
は
、
鴉
片
を
盛
っ
た
中
毒
性
」
と
あ

り
、
う
っ
か
り
モ
ル
ヒ
ネ
を
鴉
片
に
戻
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
筋
の
細
か
な
違
い

と
し
て
は
、
さ
ら
に
、
お
金
の
死
も
春
菊
の
毒
に
当
た
っ
た
の
で
は
な
く
、
清
吉

が
モ
ル
ヒ
ネ
を
春
菊
に
盛
っ
て
殺
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
後
半
で
清
吉
が
ピ

ス
ト
ル
で
善
之
助
と
升
庵
を
殺
そ
う
と
す
る
場
面
で
も
、『
開
明
奇
談
写
真
之
仇

討
』
の
ほ
う
で
は
伝
次
が
恥
じ
て
自
害
す
る
が
、
木
鼠
の
清
吉
は
そ
の
ま
ま
逃
げ
、

追
っ
て
き
た
升
庵
を
撃
ち
殺
し
て
さ
ら
に
逃
げ
た
末
に
捕
縛
さ
れ
て
い
る
。
肝
心

の
写
真
を
刺
す
場
面
で
も
、『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
で
は
彦
之
丞
が
、
仇
討

禁
止
の
世
の
中
に
な
っ
た
こ
と
や
、
母
の
悪
名
を
世
に
広
め
た
く
な
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
伝
次
の
目
の
前
で
そ
の
写
真
を
刺
し
て
仇
討
と
す
る
。
一
方
の
『
写

真
仇
討
／
木
鼠
の
清
吉
』
で
は
、
升
庵
を
も
殺
害
し
た
清
吉
が
捕
縛
さ
れ
て
か

ら
、
仇
討
を
す
る
か
ど
う
か
、
と
な
っ
た
と
き
、
善
之
助
は
「
仇
討
の
意
志
が
な

い
、
意
志
が
な
い
の
で
は
な
い
、
復
讐
の
心
は
燃
え
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
神
の
教
へ

を
守
る
彼
に
は
人
に
刃
を
加
へ
る
だ
け
の
勇
気
蛮
気
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
」
と

し
、
妹
の
お
碌
が
仇
討
し
た
い
と
希
望
し
て
、
善
之
助
が
写
真
を
取
り
出
し
、
お
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碌
が
写
真
の
清
吉
を
突
き
刺
す
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
へ

留
学
し
た
善
之
助
が
、「
神
の
教
へ
」
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
か
ら
仇
討
を

拒
否
し
た
り
、
ま
た
、
善
良
や
お
金
の
霊
に
お
び
え
る
清
吉
を
「
神
経
衰
弱
」
と

形
容
し
た
り
す
る
な
ど
、『
写
真
仇
討
／
木
鼠
の
清
吉
』
に
は
、
開
化
も
既
に
落

着
い
て
久
し
い
大
正
期
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
が
み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
な
る
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
正
岡
容
が
大
正
十
五
年
三
月
に
「
苦
楽
」
に
発

表
し
た
短
篇
小
説
「
文
明
開
化
／
写
真
の
仇
討
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
落
語
や

講
談
に
通
じ
て
い
た
正
岡
容
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
落
語
や
実
録
の

〈
写
真
の
仇
討
〉
を
ふ
ま
え
て
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
の
別
話
で
、

か
つ
て
愛
し
合
い
、
心
中
ま
で
し
た
男
女
が
五
年
後
に
偶
然
再
会
す
る
と
、
女
は

無
骨
な
薩
摩
の
侍
あ
が
り
の
役
人
か
ら
無
理
矢
理
求
婚
さ
れ
、
妻
と
な
っ
て
い
た
。

二
人
は
密
通
し
、
臆
面
も
な
く
写
真
館
に
二
人
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
知
っ
た
女
の
夫
は
、
二
人
を
斬
り
殺
し
、
写
真
館
の
硝
子
写
真
も
粉
々
に
す
る
。

し
か
し
何
度
や
っ
て
も
翌
日
に
は
写
真
は
元
通
り
に
な
っ
て
お
り
、
写
真
の
中
の

二
人
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
。
や
が
て
夫
は
ア
メ
リ
カ
の
水
兵
に
殺
さ

れ
、
屋
敷
も
焼
け
て
し
ま
う
。
焼
け
跡
に
は
例
の
写
真
が
ち
ら
ば
っ
て
い
た
、
と

い
う
も
の
。
い
わ
ば
写
真
が0

仇
討
す
る
形
で
あ
る
。

　

さ
て
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
に
戻
り
、
こ
の
本
が
芥
川
文
庫
に
あ
る
こ
と

の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
梗
概
を
見
て
、
ま
た
〈
開
明
奇
談
〉
と
い
う
タ
イ

ト
ル
か
ら
も
思
い
浮
か
ぶ
の
が
芥
川
の
「
開
化
の
殺
人
」（
大
七
・
七
）
で
あ
る
。

故
北
畠
ド
ク
ト
ル
（
仮
名
）
の
遺
書
と
い
う
形
式
の
小
説
で
、
北
畠
は
、
い
と
こ

で
あ
る
本
多
子
爵
夫
人
（
明
子
）
を
少
年
時
か
ら
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
北
畠
が

医
学
の
勉
強
の
た
め
三
年
間
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
し
て
い
る
間
に
明
子
は
銀
行
頭
取

の
満
村
恭
平
に
嫁
し
て
い
た
。
明
子
の
幸
せ
を
願
う
北
畠
で
あ
っ
た
が
、
満
村
が

禽
獣
に
等
し
い
悪
漢
で
あ
る
と
知
り
、
そ
の
殺
害
を
計
画
、
観
劇
帰
り
の
満
村
に

血
色
が
悪
い
と
丸
薬
を
す
す
め
、
病
死
に
見
せ
か
け
毒
殺
し
た
。
明
子
は
や
が
て

本
多
子
爵
と
再
婚
。
子
爵
に
ま
で
殺
意
を
抱
く
自
分
を
怖
れ
た
北
畠
は
、
自
ら
あ

の
丸
薬
を
服
し
て
死
ぬ
決
意
を
す
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。

　
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
と
の
共
通
点
は
、
家
業
の
医
学
修
行
の
た
め
の
洋

行
、
じ
ゃ
ま
な
夫
を
病
死
に
み
せ
か
け
毒
殺
、
と
い
う
二
点
で
あ
り
、
そ
し
て

「
開
化
の
殺
人
」
で
は
『
傀
儡
師
』（
大
八
・
一　

新
潮
社
）
所
収
時
の
改
稿
に

よ
っ
て
加
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
写
真
と
い
う
開
化
期
ア
イ
テ
ム
で
あ

る
。「
開
化
の
殺
人
」
は
初
出
で
は
遺
書
の
本
文
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
が
、『
傀
儡

師
』
所
収
時
に
冒
頭
に
「
下
に
掲
げ
る
の
は
」
以
下
の
文
章
が
加
え
ら
れ
、
そ
の

遺
書
が
「
予
」
が
最
近
本
多
子
爵
か
ら
借
覧
し
た
も
の
だ
と
い
う
旨
の
い
わ
ば
序

文
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
序
文
の
中
に
、「
北
庭
筑
波
が
撮
影
し
た
写
真
を
見
る

と
、
北
畠
ド
ク
ト
ル
は
英
吉
利
風
の
頬
髯
を
蓄
へ
た
、
容
貌
魁
偉
な
紳
士
で
あ

る
。」
と
、
写
真
で
北
畠
の
風
貌
を
確
認
す
る
描
写
が
あ
る
。
ま
た
、「
開
化
の
殺

人
」
の
関
連
草
稿
と
さ
れ
る
草
稿（
９
（（『
芥
川
龍
之
介
資
料
集
』
平
五
・
一
一　

山

梨
県
立
文
学
館
）
に
は
、「
芸
者
の
写
真
が
三
枚
」、
と
い
う
も
の
が
キ
ー
ア
イ
テ

ム
と
し
て
登
場
す
る
。

　
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
で
は
、
松
木
家
が
医
師
の
家
で
あ
り
、
ま
た
伝
次

も
長
崎
の
医
師
の
倅
で
あ
る
こ
と
か
ら
薬
の
調
合
に
詳
し
く
、
鴉
片
で
彦
三
郎
を

病
死
に
見
せ
か
け
て
殺
害
し
た
。「
開
化
の
殺
人
」
で
も
、
北
畠
は
や
は
り
医
師

で
あ
る
ゆ
え
に
満
村
を
病
死
に
見
せ
か
け
て
殺
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
、
北
畠

が
医
師
で
あ
る
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
、
小
谷
氏
の
論
（
注
（
９
）
に
同
じ
）
で

は
、
原
稿
の
修
正
痕
か
ら
、「
主
人
公
の
渡
英
の
目
的
は
最
初
は
「
法
律
の
学
」

を
学
ぶ
こ
と
と
書
か
れ
て
お
り
、
あ
と
か
ら
「
法
律
医
学
」
と
改
め
ら
れ
、「
法
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律
」
も
消
さ
れ
て
「
家
業
た
る
医
学
」
と
な
っ
て
い
る
。」
と
し
て
、
芥
川
は
医

師
に
よ
る
毒
殺
と
い
う
重
要
な
プ
ロ
ッ
ト
を
、
最
初
は
固
め
て
お
ら
ず
、
こ
こ
を

書
き
な
が
ら
決
め
た
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

実
際
に
「
開
化
の
殺
人
」
執
筆
時
に
芥
川
は
「
中
央
公
論
に
探
偵
小
説
を
書
く

約
束
を
し
た
の
で
い
や
い
や
へ
ん
な
も
の
を
書
い
て
ゐ
る
」「
探
偵
小
説
の
つ
も

り
で
書
い
て
ゐ
て
も
探
偵
小
説
で
な
く
な
り
さ
う
な
の
だ
」（
大
七
・
六
・
一
九　

松
岡
譲
あ
て
書
簡
）
と
吐
露
し
て
お
り
、
書
き
あ
ぐ
ね
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。
そ
の
芥
川
が
、『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
を
ヒ
ン
ト
に
医
師
に
よ
る
毒
殺

な
ど
を
設
定
し
た
と
い
う
推
測
も
、
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、『
人
情
美
談
／
日
本
気
質
』

　

最
後
に
、
同
じ
く
開
化
期
も
の
に
か
か
わ
る
芥
川
文
庫
蔵
本
『
人
情
美
談
／
日

本
気
質
』（
書
肆
は
第
一
節
に
記
載
、
以
下
『
日
本
気
質
』）
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
前
編
が
第
一
回
か
ら
第
十
一
回
、
後
編
が
第
十
二
回
か
ら
第
二
十
二
回

と
い
う
構
成
で
あ
る
。
芥
川
文
庫
に
は
後
編
の
み
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
梗
概
は
以

下
で
あ
る
。

　

嘉
永
年
間
、
江
戸
の
六
千
石
の
旗
本
、
神
保
六
太
夫
と
妻
の
お
鹿
の
間
に
は
い

ま
だ
子
が
な
い
。
六
太
夫
は
お
よ
し
と
い
う
妾
を
抱
え
、
お
よ
し
は
懐
妊
す
る
が
、

そ
の
直
後
に
本
妻
お
鹿
も
懐
妊
。
お
よ
し
は
男
子
六
輔
を
挙
げ
る
が
、
お
鹿
の
産

ん
だ
女
子
は
数
日
で
死
亡
。
お
鹿
は
お
よ
し
母
子
を
毒
殺
し
よ
う
と
す
る
が
、
気

付
い
た
六
太
夫
が
、
お
よ
し
を
六
輔
も
ろ
と
も
知
人
の
呉
服
商
越
前
屋
平
兵
衛
の

妻
子
と
な
し
、
お
鹿
の
恨
み
は
解
け
る
。
六
輔
は
平
兵
衛
を
実
の
父
と
信
じ
て
育

つ
。
や
が
て
六
太
夫
は
偶
然
の
喧
嘩
か
ら
水
戸
藩
士
大
岡
正
治
に
斬
ら
れ
る
。
六

輔
が
十
四
の
歳
、
六
太
夫
の
甥
で
、
六
輔
に
は
実
の
従
兄
に
あ
た
る
本
多
金
一
か

ら
、
実
の
父
が
旗
本
の
神
保
六
太
夫
で
あ
る
こ
と
、
六
太
夫
は
大
岡
正
治
に
斬
ら

れ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。
六
輔
は
父
の
仇
討
の
た
め
剣
術
を
稽
古
す
る
。
慶
応

四
年
、
本
多
金
一
は
伏
見
の
戦
い
で
死
亡
。
大
岡
が
彰
義
隊
に
入
っ
た
と
知
っ
た

六
輔
は
、
自
分
も
入
隊
す
る
（
以
上
前
編
）。

　

宇
千
木
一
三
と
変
名
し
て
彰
義
隊
に
入
っ
た
六
輔
は
、
大
岡
を
討
と
う
と
す
る

が
か
わ
さ
れ
る
。
事
情
を
聞
け
ば
、
喧
嘩
か
ら
六
太
夫
を
斬
っ
た
経
緯
は
、
大
岡

の
ほ
う
に
分
が
あ
っ
た
。
し
か
し
大
岡
は
、
い
ず
れ
六
輔
に
討
た
れ
る
つ
も
り
だ

が
今
は
別
れ
よ
う
と
言
っ
て
六
輔
と
別
れ
る
。
五
月
十
五
日
、
雨
降
り
し
き
る
中
、

官
軍
が
上
野
忍
ヶ
丘
の
彰
義
隊
を
攻
め
る
。
傷
を
負
っ
た
大
岡
は
、
自
ら
願
っ
て

六
輔
に
討
た
れ
る
が
、
最
期
に
生
き
別
れ
た
妹
に
自
分
の
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い

と
遺
言
す
る
。
五
稜
郭
ま
で
戦
っ
た
六
輔
は
明
治
の
世
に
な
る
と
徳
川
家
に
従
い

静
岡
へ
移
住
、
書
店
を
開
く
。
静
岡
の
廓
で
一
目
ぼ
れ
し
た
花
妓
、
薄
紫
は
、
大

岡
の
妹
、
お
玉
だ
っ
た
。
二
人
は
夫
婦
と
な
り
一
子
三
次
郎
も
生
ま
れ
る
が
お
玉

は
病
死
。
六
輔
は
三
次
郎
を
連
れ
東
京
へ
。
そ
こ
で
か
つ
て
妹
と
思
っ
て
い
た
が

実
は
血
縁
の
な
い
お
愛
と
再
会
、
二
人
は
夫
婦
と
な
り
大
団
円
。

　

ち
な
み
に
こ
の
実
録
で
も
、
や
は
り
六
輔
の
実
母
、
お
鹿
が
妾
を
毒
殺
し
よ
う

と
す
る
場
面
で
、「
外
面
如
菩
薩
内
心
如
夜
叉
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
（
前
編

17
ペ
ー
ジ
）。

　

こ
の
あ
ら
す
じ
か
ら
連
想
す
る
芥
川
作
品
は
、
や
は
り
開
化
期
も
の
の
「
お
富

の
貞
操
」（
大
一
一
・
五
）
で
あ
る
。「
お
富
の
貞
操
」
は
慶
応
四
年
＝
明
治
元
年

五
月
十
四
日
、
上
野
彰
義
隊
戦
争
の
前
日
、
雨
降
り
し
き
る
中
で
上
野
の
小
間
物
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店
の
女
中
お
富
と
乞
食
の
新
公
と
の
あ
い
だ
に
お
こ
っ
た
出
来
事
と
、
そ
れ
か
ら

二
十
年
あ
ま
り
を
経
て
、
立
身
出
世
し
た
姿
の
新
公
を
、
お
富
が
家
族
と
共
に
見

か
け
て
あ
の
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
場
面
を
描
い
て
い
る
。

　

こ
の
小
説
を
書
く
際
に
芥
川
は
上
野
戦
争
時
の
上
野
の
市
井
の
様
子
を
調
べ
て

お
り
、
大
正
十
一
年
三
月
三
十
一
日
塚
本
八
洲
（
義
弟
）
あ
て
の
書
簡
で
、「
ど

う
か
下
の
三
項
に
つ
き
御
祖
母
様
に
伺
つ
た
上
二
三
日
中
に
御
返
事
を
し
て
下
さ

い
／
（
一
）
明
治
元
年
五
月
十
四
日
（
上
野
戦
争
の
前
日
）
は
や
は
り
雨
天
だ
つ

た
で
せ
う
か
／
（
二
）
雨
天
で
な
い
に
し
て
も
あ
の
時
分
は
雨
降
り
つ
づ
き
だ
つ

た
や
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
上
野
界
隈
の
町
人
た
ち
が
田
舎
の
方
へ
落
ち
る

の
に
は
ど
う
云
ふ
服
装
を
し
て
ゐ
た
で
せ
う
？
」
な
ど
と
三
項
目
に
わ
た
っ
て
細

か
な
質
問
を
し
て
、
最
後
に
「
か
う
云
ふ
点
が
判
然
し
な
い
と
来
月
の
小
説
に
と

り
か
ゝ
れ
な
い
の
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。

　
『
日
本
気
質
』
で
は
後
編
（
第
十
二
回
～
第
二
十
二
回
）
の
第
十
二
回
か
ら
第

十
九
回
の
冒
頭
部
分
ま
で
を
、
彰
義
隊
と
上
野
戦
争
の
描
写
に
あ
て
て
お
り
、
芥

川
が
「
お
富
の
貞
操
」
の
た
め
に
多
数
読
ん
だ
資
料
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
本
書

が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
彰
義
隊
関
係
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
前
編
が
芥
川

文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
そ
う
考
え
れ
ば
納
得
が
ゆ
く
。
も
っ
と
も

本
書
に
は
町
人
が
避
難
す
る
描
写
は
皆
無
で
、
雨
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
確
認

以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
「
お

富
の
貞
操
」
の
草
稿
（『
芥
川
龍
之
介
資
料
集
』
先
掲
）
で
は
日
付
が
五
月
二
十

四
日
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
芥
川
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
実
録
類
の
う
ち
か
ら
三
点
を
取
り
上
げ
、
芥

川
作
品
と
の
か
か
わ
り
を
推
測
し
た
。
確
実
な
こ
と
が
言
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

芥
川
文
庫
の
中
で
も
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
実
録
類
も
、
理
由
が
あ
っ

て
芥
川
の
手
に
取
ら
れ
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
契
機

に
は
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
も
、
ま
だ
数
多
い
芥
川
文
庫
の
実
録
類

に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
１
） 

文
庫
目
録
は
出
版
者
を
「
野
田
与
三
二
郎
」
と
す
る
が
、
奥
付
で
は
上
下

巻
と
も
「
野
田
與
三
治
郎
」
で
あ
り
、「
与
三
二
郎
」
は
誤
記
か
。
芥
川

文
庫
本
の
上
巻
奥
付
は
明
治
十
三
年
九
月
二
十
一
日
出
版
御
届
、
二
十
六

日
刻
成
出
版
。
下
巻
奥
付
は
明
治
十
三
年
九
月
二
十
日
出
版
御
届
、
二
十

六
日
刻
成
出
版
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
） 

『
近
世
実
録
全
書
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

大
六
～
昭
四
）
は
全
二
十
巻

の
う
ち
、
第
十
七
巻
か
ら
第
二
十
巻
を
明
治
の
実
録
に
あ
て
て
い
る
。

（
３
） 

明
治
十
三
年
版
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
芥
川
文
庫
の
ほ
か
に
は
図
書
館
等
で

も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
ほ
ど
下
巻
の
み
入
手
し
、
大
阪

市
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
登
録
予
定
で
あ
る
。
こ
の
下
巻
の
表
紙

に
は
書
肆
名
が
「
開
成
舎
」
と
あ
る
。

（
４
） 

引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
巻
（
第
二
刷　

平
一
九
・
二　

岩
波

書
店
）。
以
下
本
稿
で
の
芥
川
作
品
か
ら
の
引
用
は
全
て
同
全
集
（
第
二
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刷
）
に
よ
る
。

（
５
） 
「
偸
盗
」
と
「
今
昔
物
語
集
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
須
田
千
里
が
『
芥

川
龍
之
介
全
作
品
事
典
』（
平
一
二
・
六　

勉
誠
出
版
）
の
「
偸
盗
」
の

項
に
ま
と
め
た
上
、
地
図
も
含
め
た
詳
細
な
材
源
を
「『
今
昔
物
語
集
』

の
内
と
外
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
一
九
・
九
）
で
指
摘
し
て
い
る
。
女
賊

に
つ
い
て
は
「
今
昔
物
語
集
」
巻
二
十
九
「
不
被
知
人
女
盗
人
語
第
三
」。

（
６
） 

出
原
隆
俊
「「
闇
夜
」
の
背
後
」（「
日
本
近
代
文
学
」
平
七
・
五
）
で
は

樋
口
一
葉
の
「
闇
夜
」
に
お
け
る
〈
女
菩
薩
〉
と
〈
女
夜
叉
〉
に
関
連
し

て
、
小
説
か
ら
の
い
く
つ
か
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（
７
） 

史
実
で
は
安
政
七
年
＝
万
延
元
年
に
あ
た
る
か
。

（
８
） 

タ
イ
ト
ル
の
表
記
は
本
に
よ
り
、
ま
た
同
じ
本
で
も
表
紙
題
や
扉
題
、
内

題
な
ど
の
違
い
に
よ
り
、「
写
真
廼
仇
討
」
と
も
「
写
真
之
仇
討
」
と
も

な
っ
て
い
る
。

（
９
） 

「
開
化
の
殺
人
」
の
原
稿
（
川
島
幸
希
氏
所
蔵
、
秀
明
大
学
「
飛
翔
祭
」

に
て
平
成
二
十
四
年
十
一
月
に
公
開
）
の
翻
刻
紹
介
に
付
さ
れ
た
小
谷
瑛

輔
「
芥
川
龍
之
介
「
開
化
の
殺
人
」
完
成
原
稿
に
つ
い
て
」（「
東
京
大
学

国
文
学
論
集
」
平
二
六
・
三
）
で
は
、
こ
の
草
稿
が
、
芥
川
の
別
の
未
完

の
作
品
「
未
定
稿
」（「
新
小
説
」
大
九
・
四
）
と
関
連
が
深
く
、『
芥
川

龍
之
介
資
料
集
』
に
あ
る
草
稿
を
最
初
に
書
き
、
そ
こ
か
ら
構
想
を
変
更

し
て
「
開
化
の
殺
人
」
を
書
き
、
さ
ら
に
草
稿
を
生
か
し
て
改
稿
し
た
の

が
作
品
「
未
定
稿
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

※ 

本
稿
は
平
成
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
）「〈
近
代
説

話
〉
の
研
究
―
明
治
大
正
期
の
実
録
、
実
記
、
講
談
本
か
ら
歴
史
小
説
、
大
衆

文
学
へ
―
」（
研
究
課
題
番
号
：25770088

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

※ 

本
稿
第
三
節
の
『
開
明
奇
談
写
真
之
仇
討
』
の
く
だ
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
二
十
七
年
十
二
月
二
日
、
大
阪
府
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
図
書
館
で
の

〈
展
観
と
講
演
〉「
作
家
の
参
考
書
―
芥
川
龍
之
介
を
例
に
―
」
に
お
い
て
お
話

し
た
内
容
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
演
の
準
備
と
し
て
『
開
明
奇
談
写

真
之
仇
討
』
そ
の
他
貴
重
な
図
書
の
閲
覧
利
用
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
同

図
書
館
、
お
よ
び
、
講
演
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
大
阪
府
立

大
学
の
西
田
正
宏
先
生
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
お
く
の 

く
み
こ
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）


